
旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 

新規 

 

 
表４－４ 塗料の可使時間 

塗料名 可使時間（時間） 

長ばく形エッチングプライマー 20℃、8以内 

無機ジンクリッチプライマー 

無機ジンクリッチペイント 

有機ジンクリッチペイント 

20℃、5以内 

10℃、8以内 

20℃、5以内 

エポキシ樹脂塗料下塗 

変性エポキシ樹脂塗料下塗 

亜鉛めっき用エポキシ樹脂塗料下塗 

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 30℃、3以内 

20℃、5以内 
変性エポキシ樹脂塗料内面用 

30℃、3以内 

超厚膜形エポキシ樹脂塗料 20℃、3以内 

5℃、5以内 エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料内面用（低温用） 10℃、3以内 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 20℃、1以内 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（低温用） 10℃、1以内 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂プライマー 20℃、5以内 

20℃、5以内 

ふっ素樹脂塗料用中塗 

ふっ素樹脂塗料上塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂塗料中塗 

コンクリート塗装用柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗 

コンクリート塗装用ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗 

30℃、3以内 

 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による（PⅡ-67）
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表４－４ 厚膜型無機ジンクリッチペイントを塗布する場合の条件 

項         目  条     件  

接触面片面あたりの最小乾燥塗膜厚 30μ m 以上 

接触面の合計乾燥塗膜厚 90～ 200μ m 

乾燥塗膜中の亜鉛含有量 80％以上 

亜鉛末の粒径（50％平均粒径） 10μ m 程度以上 

 
 

 

 
表４－５ 厚膜型無機ジンクリッチペイントを塗布する場合の条件 

項         目  条     件  

接触面片面あたりの最小乾燥塗膜厚 30μ m  

接触面の合計乾燥塗膜厚 90～ 200μ m 

乾燥塗膜中の亜鉛含有量 80％以上 

亜鉛末の粒径（50％平均粒径） 10μ m 程度以上 

 
 

表番の修正 
鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による（PⅡ-35）
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表４－５ 設計ボルト軸内（kN） 

セット ねじの呼び 設計ボルト軸力 

M20 133 

M22 165 
F8T 

B8T 
M24 192 

M20 165 

M22 205 

F10T 

S10T 

B10T M24 238 

 
 

 

 
表４－６ 設計ボルト軸力（kN） 

セット ねじの呼び 設計ボルト軸力 

M20 133 

M22 165 
F8T 

B8T 
M24 192 

M20 165 

M22 205 

F10T 

S10T 

B10T M24 238 

 
 

表番の修正 
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表４－６ 常温時（10℃～30℃）の締付けボルト軸力の平均値 

セット ねじの呼び 1 製造ロットのセットの締付け 
ボルト軸力の平均値（kN） 

S10T 

M20 

M22 

M24 

172～202 

212～249 

247～290 

 
 

 

 
表４－７ 常温時（10℃～30℃）の締付けボルト軸力の平均値 

セット ねじの呼び 1 製造ロットのセットの締付け 
ボルト軸力の平均値（kN） 

S10T 

M20 

M22 

M24 

172～202 

212～249 

247～290 

 
 

表番の修正 
 



            平成 20年度 土木工事共通仕様書改定 新旧対応表（表） PAGE45 
 
 

旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 
 

表４－７ 常温時以外の（0℃～10℃、30℃～60℃）の締付けボルト軸力の平均値 

セット ねじの呼び 
1 製造ロットのセットの締付け 

ボルト軸力の平均値（kN） 

S10T 

M20 

M22 

M24 

167～211 

207～261 

241～304 

 
 

 

 
表４－８ 常温時以外の（0℃～10℃、30℃～60℃）の締付けボルト軸力の平均値 

セット ねじの呼び 
1 製造ロットのセットの締付け 

ボルト軸力の平均値（kN） 

S10T 

M20 

M22 

M24 

167～211 

207～261 

241～304 

 
 

表番の修正 
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表４－８ 塗布作業時の気温・湿度の制限 

塗 装 の 種 類  気温（℃） 湿度（RH％） 

長 ば く 形 エ ッ チ ン グ プ ラ イ マ ー 5 以下 85 以上 

無 機 ジ ン ク リ ッ チ プ ラ イ マ ー 0 以下 50 以下 

無 機 ジ ン ク リ ッ チ ペ イ ン ト 0 以下 50 以下 

有 機 ジ ン ク リ ッ チ ペ イ ン ト 10 以下 85 以上 

鉛 系 さ び 止 め ペ イ ン ト 5 以下 〃 

フ ェ ノ ー ル 樹 脂 Ｍ Ｉ Ｏ 塗 料 5 以下 〃 

エ ポ キ シ 樹 脂 プ ラ イ マ ー 10 以下 〃  

エ ポ キ シ 樹 脂 Ｍ Ｉ Ｏ 塗 料 ※ 10 以下 〃  

エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 下 塗 （ 中 塗 ） ※ 10 以下 〃  

変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 下 塗 ※ 10 以下 〃  

超 厚 膜 形 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 5 以下 〃 

タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 10 以下 〃  

変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 内 面 用 ※ 10 以下 〃  

無 溶 剤 形 タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 ※ 10 以下, 30 以上 〃  

無 溶 剤 形 変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 ※ 10 以下, 30 以上 〃  

長 油 性 フ タ ル 酸 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下 〃 

長 油 性 フ タ ル 酸 樹 脂 塗 料 上 塗 ５以下 〃 

シ リ コ ン ア ル キ ド 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下 〃 

シ リ コ ン ア ル キ ド 樹 脂 塗 料 上 塗 ５以下 〃 

塩 化 ゴ ム 系 塗 料 中 塗 ０以下  〃

塩 化 ゴ ム 系 塗 料 上 塗 ０以下  〃

ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下 〃 

ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 塗 料 上 塗 ０以下 〃 

ふ っ 素 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下  〃

ふ っ 素 樹 脂 塗 料 上 塗 ０以下  〃

注）※印を付した塗料を低温時に塗布する場合は、低温用の塗料を用いるものとする。低温用の

塗料に対する制限は上表において、気温については５℃以下、20℃以上、湿度については 85％以

上とする。 

 

 
表４－９ 塗装禁止条件 

塗装の種類 気温（℃） 
湿度 

（RH％） 

長ばく形エッチングプライマー 5 以下 85 以上 

無機ジンクリッチプライマー 

無機ジンクリッチペイント 
0 以下 50 以下 

有機ジンクリッチペイント 10 以下 85 以上 

エポキシ樹脂塗料下塗 ※ 

変性エポキシ樹脂塗料下塗 

変性エポキシ樹脂塗料内面用 ※ 

10 以下 85 以上 

亜鉛めっき用エポキシ樹脂塗料下塗 

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 
5 以下 85 以上 

超厚膜形エポキシ樹脂塗料 10 以下 85 以上 

エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料内面用（低温用） 

5 以下、20 以上 85 以上 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 ※ 10 以下、30 以上 85 以上 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（低温用） 5 以下、20 以上 85 以上 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂プライマー 5 以下 85 以上 

ふっ素樹脂塗料用中塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂塗料中塗 

コンクリート塗装用柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗 

5 以下 85 以上 

ふっ素樹脂塗料上塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗 

0 以下 85 以上 

鉛・クロムフリーさび止めペイント 

長油性フタル酸樹脂塗料中塗 

長油性フタル酸樹脂塗料上塗 

5 以下 85 以上 

注）※印を付した塗料を低温時に塗布する場合は、低温用の塗料を用いるものとする。 
 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による（PⅡ-70）
表番の修正 
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表４－９ エポキシ樹脂系接着剤の品質規格の標準 

品質項目 単 位 品質規格 試験温度 養生条件

外   観 －  

有害と認められる異物の混

入が なく、材料分離 が生

じていないこと 

粘  度 mPa･s 1×104～ 1×105

可 使 時 間 時間 ２以上 

未
硬
化
の
接
着
剤 だれ最小厚さ mm 0.3 以上 

春秋用 

20±2℃  

夏用 

30±2℃  

冬用 

10±2℃  

－  

比   重 －  1.1～ 1.7 

引張強さ Ｎ／mm2 12.5 以上 

圧縮強さ Ｎ／mm2 50.0 以上 

引張せん断 

接着強さ

Ｎ／mm2 12.5 以上 

硬
化
し
た
接
着
剤 接着強さ Ｎ／mm2 6.0 以上 

20±2℃  

20± 

2℃  

 

７日間 

注：①可使時間は練りまぜからゲル化開始までの時間の７０％の時間をいうものとする。 

②だれ最小厚さは、鉛直面に厚さ １mm 塗布された接着剤が、下方にだれた後の最小厚さ

をいうものとする。 

③接着強さは、せん断試験により求めるものとする。 

 
 

 

 
表４－10 エポキシ樹脂系接着剤の品質規格の標準 

品質項目 単 位 品質規格 試験温度 養生条件 

外   観 － 

有害と認められる異物の混

入が なく、材料分離 が生

じていないこと 

粘  度 mPa･s 1×104～ 1×105

可 使 時 間 時間 ２以上 

未
硬
化
の
接
着
剤 だれ最小厚さ mm 0.3 以上 

春秋用 

20±2℃  

夏用 

30±2℃  

冬用 

10±2℃  

－  

比   重 － 1.1～ 1.7 

引張強さ Ｎ／mm2 12.5 以上 

圧縮強さ Ｎ／mm2 50.0 以上 

引張せん断

接着強さ

Ｎ／mm2 12.5 以上 

硬
化
し
た
接
着
剤 接着強さ Ｎ／mm2 6.0 以上 

20±2℃  

20± 

2℃  

 

７日間 

注：①可使時間は練りまぜからゲル化開始までの時間の７０％の時間をいうものとする。 

②だれ最小厚さは、鉛直面に厚さ １mm 塗布された接着剤が、下方にだれた後の最小厚さ

をいうものとする。 

③接着強さは、せん断試験により求めるものとする。 

 
 

表番の修正 
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表４－10 高粘度改質アスファルトの標準的性状 

試   験   項   目  標準的性状  

針入度（25℃）                  1／10mm   40  以上 

軟化点                              ℃   80.0 以上 

伸度（15℃）                       cm   50  以上 

引火点                              ℃   260 以上 

薄膜加熱量変化率              ％  0.6  以下 

薄膜加熱針入度残留率             ％   65  以上 

タフネス（25℃）            Ｎ･ｍ 20以上 

テナシティ（25℃）           Ｎ･ｍ 15以上 

６０℃粘度                        Pa･s 20,000以上 

注１：密度（ 1 5℃）は、試験表に付記すること。  

注２：最適混合温度範囲及び最適締固め温度範囲を試験表に付記すること。

 
 

 

 
表４－11 ポリマー改質アスファルト H型の標準的性状 

    種類 H 型   

項目   付加記号   H 型－F 

軟化点 ℃ 80.0 以上 

  （7℃）  ㎝ － － 
伸度 

  （15℃） ㎝ 50 以上 － 

タフネス（25℃）  Ｎ・ｍ 20 以上 － 

テナシティ（25℃） Ｎ・ｍ － － 

粗骨材の剥離面積率 ％ － － 

フラース脆化点 ℃ － -12 以下 

曲げ仕事量（-20℃） kPa － 400 以上 

曲げスティフネス（-20℃） MPa － 100 以下 

針入度（25℃） 1/10㎜ 40 以上 

薄膜加熱質量変化率 ％ 0.6 以下 

薄膜加熱後の針入度残留率 ％ 65 以下 

引火点 ℃ 260 以上 

密度（15℃） g/c ㎥ 試験表に付記 

最適混合温度 ℃ 試験表に付記 

最適締固め温度 ℃ 試験表に付記 

 
 
 

舗装施工便覧の改訂によ

る（P119および 21） 
表番の修正 
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表４－11 ゴム入りアスファルト乳剤の標準的性状 

ＰＫＲ－Ｔ                         記   号  

 

  項   目  
１  ２  

エ ン グ ラ ー 度 （ 2 5 ℃ ） １～10 

ふ る い残留分（ 1 . 1 8 m m）   質  量  ％ 0.3 以下 

付 着 度 2/3 以上 

粒   子   の   電    荷 陽（＋） 

蒸    発    残    留    分   質  量  ％ 50 以上 

針  入  度   （ 25℃）   1/10mm 60 を超え 100 以下 100 を超え 150 以下

伸  度   （  7℃）       cm 100 以上 － 

      （  5℃）       cm － 100 以上 

軟  化  点                   ℃  48.0 以上 42.0 以上 

（ 25℃） Ｎ ･ｍ  3 以上 －  
タフネス 

（15℃） Ｎ ･ｍ  －  3.9 以上 

（ 25℃） Ｎ ･ｍ  1.5 以上 － 
テナシティー 

（15℃） Ｎ ･ｍ  －  2 以上 

蒸 

発 

残 

留 

度 

灰    分        質  量  ％  1.0 以下 

貯蔵安定度（24 時間）   質  量  ％  1 以下 

凍結安定度       （－5℃） －  
粗粒子、塊の 

ないこと 

(日本アスファルト乳剤協会規格：ＪＥＡＡＳ )  
 
 

 

 
表４－12 ゴム入りアスファルト乳剤の標準的性状 

                    種類および記号 

 

 項 目 

ＰＫＲ-Ｔ 

エングラー度（25℃） 1～10 

セイボルトフロール秒（50℃）            ｓ － 

ふるい残留分（1.18 ㎜）               ％ 0.3 以下 

付着度 2/3 以上 

粒子の電荷 陽（ + ） 

留出油分（360℃までの） － 

蒸発残留分                      ％ 50 以上 

針入度（25℃）1/10 ㎜       60 を超え 150 以下 

軟化点                    ℃ 42.0 以上 

（25℃）N・ｍ 3.0 以上 
タフネス 

（15℃）N・ｍ － 

（25℃）N・ｍ 1.5 以上 

蒸
発
残
留
物 

テナシティ 
（15℃）N・ｍ － 

貯蔵安定度（24ｈｒ）質量              ％ 1 以下 

浸透性                         ｓ － 

凍結安定度（-5℃） － 

（日本アスファルト乳剤協会規格） 

舗装施工便覧の改訂によ

る（P25） 
表番の修正 
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表４－ 12 排水性混合物の標準的な粒度範囲  

粒  度   範   囲  ふるい目  

呼び寸法  最大粒径 (13)  最大粒径 (20)  

26.2mm －  100 

19.0mm  100 95～ 100 

13.2mm 90～ 100 64～ 84 

4.75mm 11～ 35 10～ 31 

2.36mm 10～ 20 10～ 20 

   

通
過
質
量 

 

百
分
率
（
％
） 

75μm  3～ 7 3～ 7 

アスファルト量  4～ 6 

注：上表により難い場合は監督職員と協議しなければならない。  

 
 

 

 
表４－ 13 ポーラスアスファルト混合物の標準的な粒度範囲  

粒  度   範   囲  ふるい目  

呼び寸法  最大粒径 (13)  最大粒径 (20)  

26.5mm －  100 

19.0mm  100 95～ 100 

13.2mm 90～ 100 64～ 84 

4.75mm 11～ 35 10～ 31 

2.36mm 10～ 20 10～ 20 

   

通
過
質
量 

 

百
分
率
（
％
） 

75μm  3～ 7 3～ 7 

アスファルト量  4～ 6 

注：上表により難い場合は監督職員と協議しなければならない。  

 
 

誤植 
名称の修正 
表番の修正 
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表４－ 13 排水性混合物の目標値  
項      目 目 標 値 

 空隙率                             ％ 20 以上 

 透水係数                         cm／sec 10－２以上 

 安定度                             kN 3.43 以上 

 動的安定度（ＤＳ）               回／mm 
一般部   4,000 程度   

交差点部 5,000 程度 

注１：突き固め回数は両面各５０回とする。（動的安定度は、Ｄ交通の場合を示してい

る。他はわだち掘れ対策に準ずる。） 

注２：上表により難い場合は監督職員と協議しなければならない。  
 

 

 
表４－ 14 ポーラスアスファルト混合物の目標値  

項      目 目 標 値 

 空隙率                             ％ 20 以上 

 透水係数                         cm／sec 10－２以上 

 安定度                             kN 3.43 以上 

 動的安定度（ＤＳ）               回／mm 
一般部   4,000 程度   

交差点部 5,000 程度 

注１：突き固め回数は両面各５０回とする。（動的安定度は、Ｄ交通の場合を示してい

る。他はわだち掘れ対策に準ずる。） 

注２：上表により難い場合は監督職員と協議しなければならない。  
 

名称の修正 
表番の修正 
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表４－ 14 透水性混合物の標準的な粒度範囲  

粒  度   範   囲  ふるい目  

呼び寸法  最大粒径 (13)  最大粒径 (20)  

26.2mm －  100 

19.0mm  100 95～ 100 

13.2mm 90～ 100 64～ 84 

4.75mm 11～ 35 10～ 31 

2.36mm 10～ 20 10～ 20 

   

通
過
質
量 

 

百
分
率
（
％
） 

75μm  3～ 7 3～ 7 

アスファルト量  4～ 6 

注：上表により難い場合は監督職員と協議しなければならない。  

 
 

 

 
表４－ 15 ポーラスアスファルト混合物の標準的な粒度範囲  

粒  度   範   囲  ふるい目  

呼び寸法  最大粒径 (13)  最大粒径 (20)  

26.5mm －  100 

19.0mm  100 95～ 100 

13.2mm 90～ 100 64～ 84 

4.75mm 11～ 35 10～ 31 

2.36mm 10～ 20 10～ 20 

   

通
過
質
量 

 

百
分
率
（
％
） 

75μm  3～ 7 3～ 7 

アスファルト量  4～ 6 

注：上表により難い場合は監督職員と協議しなければならない。  

 
 

名称の修正 
表番の修正 
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表４－ 15 透水性混合物の目標値  

項      目  目  標 値 

 空隙率                  ％  20 以上 

 透水係数               cm／sec 10－２以上 

 安定度                 kN 3.43 以上 

 動的安定度（ＤＳ）     回／mm 
一般部   4,000 程度  

交差点部 5,000 程度 

注１：突き固め回数は両面各５０回とする。（動的安定度は、Ｄ交通の場合を

示している。他はわだち掘れ対策に準ずる。） 

注２：上表により難い場合は監督職員と協議しなければならな

い。  

 
 

 

 
表４－ 16 ポーラスアスファルト混合物の目標値  

項      目  目  標 値 

 空隙率                  ％  20 以上 

 透水係数               cm／sec 10－２以上 

 安定度                 kN 3.43 以上 

 動的安定度（ＤＳ）     回／mm 
一般部   4,000 程度  

交差点部 5,000 程度 

注１：突き固め回数は両面各５０回とする。（動的安定度は、Ｄ交通の場合を

示している。他はわだち掘れ対策に準ずる。） 

注２：上表により難い場合は監督職員と協議しなければならな

い。  

 
 

名称の修正 
表番の修正 
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表４－16 接着剤の規格鋼床版用 

 

規 格 値 
項      目 

瀝青・ゴム系 
試 験 法 

不揮発分（％） 50以上 JIS K6833 

粘度（25℃）[Poise(Pa･s)] 5(0.5)以下 JIS K6833 

指触乾燥時間（分） 90以下 JIS K5400 

低温風曲試験(－10℃、3mm) 合 格 JIS K5400 

基盤目試験（点） 10 JIS K4001 

耐湿試験後の基盤目試験（点） 8以上 JIS K5664 

塩水暴露試験後の基盤目試験（点） 8以上 JIS K5400 

注：基盤目試験の判定点は (財 )日本塗料検査協会「塗膜の評価基準」の標準判定写

真による。  
 

 

 
表４－17 接着剤の規格鋼床版用 

 

規 格 値 
項      目 

ゴムアスファルト系 
試 験 法 

不揮発分（％） 50以上 JIS K6833 

粘度（25℃）[Poise(Pa･s)] 5(0.5)以下 JIS K6833 

指触乾燥時間（分） 90以下 JIS K5400 

低温風曲試験(－10℃、3mm) 合 格 JIS K5400 

基盤目試験（点） 10 JIS K4001 

耐湿試験後の基盤目試験（点） 8以上 JIS K5664 

塩水暴露試験後の基盤目試験（点） 8以上 JIS K5400 

注：基盤目試験の判定点は (財 )日本塗料検査協会「塗膜の評価基準」の標準判定写

真による。  
 

舗装施行便覧の改訂によ

る（P208） 
表番の修正 
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表４－17 接着剤の規格コンクリート床版用 

 

ゴム系溶剤型  
項  目  

アスファルト  

系（ゴム入り）

溶剤型  1 次プライマー 2 次プライマー
試験方法

指触乾燥時間

（ 20℃）  
60 分以内   30 分以内 60 分以内  JISK5400

不揮発分（％）    20 分以上 10 分以上 25 分以上  JISK6839

作 業 性  塗り作業に支障のないこと  JISK5400

耐 久 性  5 日間で異常のないこと  JISK5400

 
 

 

 
表４－18 接着剤の規格コンクリート床版用 

 

ゴム系溶剤型  
項  目  

アスファルト  

系（ゴム入り）

溶剤型  1 次プライマー 2 次プライマー
試験方法  

指触乾燥時間

（ 20℃）  
60 分以内   30 分以内 60 分以内  JISK5400 

不揮発分（％） 20 分以上   10 分以上 25 分以上  JISK6839 

作 業 性  塗り作業に支障のないこと  JISK5400 

耐 久 性  5 日間で異常のないこと  JISK5400 

 
 

表番の修正 
 



            平成 20年度 土木工事共通仕様書改定 新旧対応表（表） PAGE56 
 

旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 

 
表４－18 骨材の標準粒度範囲 

ふ  る  い  目  の  開  き  通過質量百分率（％）  

19.0   mm 

13.2   mm 

4.75   mm 

2.36   mm 

600   μm 

300    μm 

150    μm 

75   μm 

100 

95～ 100 

65～   85 

45～   62 

35～   50 

28～   42 

25～   34 

20～   27  

 
 

 

 
表４－19 骨材の標準粒度範囲 

ふ  る  い  目  の  開  き  通過質量百分率（％）  

19.0   mm 

13.2   mm 

4.75   mm 

2.36   mm 

600   μm 

300    μm 

150    μm 

75   μm 

100 

95～ 100 

65～   85 

45～   62 

35～   50 

28～   42 

25～   34 

20～   27  

 
 

表番の修正 
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表４－19 標準アスファルト量 

 混合物全量に対する百分率（％）  

アスファルト量  ７～10 

 
 

 

 
表４－20 標準アスファルト量 

 混合物全量に対する百分率（％）  

アスファルト量  ７～10 

 
 

表番の修正 
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表４－ 20 アスファルトプラントにおけるグースアスファルト混合物の基準値  

項                      目 基   準   値 

 流動性試験、リュエル流動性（240℃）                 sec ３～20 

 貫入量試験、貫入量（40℃、52.5kg/5cm2、30 分）      mm 
表層１～４ 

基層１～６ 

 ホイルトラッキング試験､動的安定度(60℃､6.4kg/cm2)回/mm 300 以上 

 曲げ試験､破断ひずみ(－10℃､50mm/min) 8.0×10-3以上 

［注］試験方法は、「舗装試験法便覧」を参照する。  
 
 

 

 
表４－ 21 アスファルトプラントにおけるグースアスファルト混合物の基準値  

項                      目 基   準   値 

 流動性試験、リュエル流動性（240℃）                 sec ３～20 

 貫入量試験、貫入量（40℃、52.5kg/5cm2、30 分）      mm 
表層１～４ 

基層１～６ 

 ホイルトラッキング試験､動的安定度(60℃､6.4kg/cm2)回/mm 300 以上 

 曲げ試験､破断ひずみ(－10℃､50mm/min) 8.0×10-3以上 

［注］試験方法は、「舗装試験法便覧」を参照する。  
 
 

表番の修正 
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表４－21 アスファルトプラントにおける標準加熱温度 

材    料  加  熱 温 度  

アスファルト 220℃以下 

石    粉  常温～150℃  

 
 

 

 
表４－22 アスファルトプラントにおける標準加熱温度 

材    料  加  熱 温 度  

アスファルト 220℃以下 

石    粉  常温～150℃  

 
 

表番の修正 
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表４－22 目地材の規格 

項       目 規 格 値 試 験 法 

針入度（円錐針）（mm） 9 以下 

流動   （mm） 3 以下 

引張量   （mm） 10 以上 

舗装試験法便覧 

［注］試験方法は、「舗装試験法便覧」を参照する。  
 

 

 
表４－23 目地材の規格 

項       目 規 格 値 試 験 法 

針入度（円錐針）（mm） 9 以下 

流動   （mm） 3 以下 

引張量   （mm） 10 以上 

舗装試験法便覧 

［注］試験方法は、「舗装試験法便覧」を参照する。  
 

表番の修正 
 



            平成 20年度 土木工事共通仕様書改定 新旧対応表（表） PAGE61 
 

旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 
 

表５－１ 溶接材料区分 

 使 用 区 分  

強度の同じ鋼材を

溶接する場合 

母材と同等もしくはそれ以上の機械的性質を有する溶

接材料  

強度の異なる鋼材

を溶接する場合 

低強度側の母材と同等もしくはそれ以上の機械的性質

を有する溶接材料  

 
 

削除 

この条（５-３-２材料）は、
前章（水門）と同内容で

あるため、条全体を引用

文とし表を削除する。 
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表５－２  溶接棒乾燥の温度と時間  

溶接棒の種類 溶接棒の状態 乾燥温度 乾燥時間 

軟鋼用被覆 

アーク溶接棒 

乾燥（開封）後１２時間以上経過

したときもしくは溶接棒が吸湿

したおそれがあるとき 

100～150℃ 1 時間以上 

低水素系被覆 

アーク溶接棒 

乾燥（開封）後４時間以上経過し

たときもしくは溶接棒が吸湿し

たおそれがあるとき 

300～400℃ 1 時間以上 

 
 

削除 

この条（５-３-２材料）は、
前章（水門）と同内容で

あるため、条全体を引用

文とし表を削除する。 
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表５－３ フラックスの乾燥の温度と時間 

フラックスの種類  乾燥温度  乾燥時間  

溶 触 フ ラ ッ ク ス 150～ 200℃  １時間以上 

ボンドフラックス  200～ 250℃  １時間以上 

 
 

削除 

この条（５-３-２材料）は、
前章（水門）と同内容で

あるため、条全体を引用

文とし表を削除する。 
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表５－４ 塗料の熟成時間・可使時間 

塗装の種類 熟成時間(分) 可使時間(時間) 

長ばく形エッチングプライマー － 20℃ ８以内 

無機ジンクリッチプライマー 

無機ジンクリッチペイント 

有機ジンクリッチプリント 

－ 20℃ ５以内 

亜酸化鉛さび止めペイント － 20℃ 30以内 

エポキシ樹脂プライマー  30以上 20℃ ５以内 

エポキシ樹脂ＭＩＯ塗料  30以上 20℃ ５以内 

エポキシ樹脂ＭＩＯ塗料(低温用) 30以上 
５℃ ５以内 

10℃ ３以内 

10℃ ８以内 

20℃ ５以内 
エポキシ樹脂塗料下塗(中塗) 

変性エポキシ樹脂塗料下塗 
30以上 

30℃ ３以内 

５℃ ５以内 エポキシ樹脂塗料下塗(低温用) 

変性エポキシ樹脂塗料下塗(低温用) 
30以上 

10℃ ３以内 

超厚膜形エポキシ樹脂塗料 30以上 20℃ ２以内 

20℃ ５以内 タールエポキシ樹脂塗料 

変性エポキシ樹脂塗料内面用 
30以上 

30℃ ３以内 

５℃ ５以内 タールエポキシ樹脂塗料(低温用) 

変性エポキシ樹脂塗料内面用(低温用) 
30以上 

10℃ ３以内 

無溶剤形タールエポキシ樹脂塗料 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 
－ 20℃ １以内 

無溶剤形タールエポキシ樹脂塗料(低温用) 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料(低温用) 
－ 10℃ １以内 

20℃ ５以内 ポリウレタン樹脂塗料中塗 

ポリウレタン樹脂塗料上塗 

ふっ素樹脂塗料中塗 

ふっ素樹脂塗料上塗 

30以上 
30℃ ３以内  

 
 

削除 

この条（５-３-２材料）は、
前章（水門）と同内容で

あるため、条全体を引用

文とし表を削除する。 
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表５－５ ねじの種類、ピッチ及び精度  

ボルトの呼び径  
 

68mm 以下  68mm をこえるもの  

ねじの種類  

メートル並目ねじ  

JIS B 0205 
（メートル並目ねじ）  

メートル細目ねじ  

JIS B 0207 
（メートル細目ねじ）  

ピ ッ チ  JIS 規格による  ６mm 

精   度  

３級  

JIS B 0209（メートル並目ね

じの許容限界寸法及び公差）

３級  

JIS B 0211（メートル細目ね

じの許容限界寸法及び公差）

 
 

 

 
表５－１ ねじの種類、ピッチ及び精度  

ボルトの呼び径  
 

68mm 以下  68mm をこえるもの  

ねじの種類

メートル並目ねじ  

JIS B 0205 
（メートル並目ねじ）  

メートル細目ねじ  

JIS B 0207 
（メートル細目ねじ）  

ピ ッ チ JIS 規格による  ６mm 

精   度

３級  

JIS B 0209（メートル並目ね

じの許容限界寸法及び公差）

３級  

JIS B 0211（メートル細目ね

じの許容限界寸法及び公差）

 
 

表番の修正 
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表９－１ 

素地調整  

種 別 
さびの状態  

発錆面積

（％）  
素地調整内容  

２ 種  
点錆が進行し、板状錆に近い状態

や、こぶ状錆となっている。  
30 以上  

旧塗膜、さびを除去し、鋼

材面を露出させる。  

３ 種  

Ａ  
点錆がかなり点在している。  15～ 30 

活膜は残すが、それ以外も

不良部（さび・われ・ふく

れ）は除去する。  

３ 種  

Ｂ  
点錆が少し点在している。  5～ 15 同 上  

３ 種  

Ｃ  
点錆がほんの少し点在している。 5 以下  同 上  

 
 

 

 
表９－１ 素地調整程度と作業内容 

素地調整

程度 

さび面積 塗膜異常 

面積 

作業内容 作業方法 

１種 － － さび、旧塗膜を完全に除去し鋼材面

を露出させる。 

ブラスト法 

２種 30％以上 － 旧塗膜、さびを除去し鋼材面を露出

させる。 

ただし、さび面積 30％以下で旧塗

膜がＢ、ｂ塗装系の場合はジンクプ

ライマーやジンクリッチペイント

を残し、他の旧塗膜を前面除去す

る。 

ディスクサンダ

ー、ワイヤホイル

などの電動工具

と手工具との併

用、ブラスト法 

３種Ａ 15～30％ 30％以上 活膜は残すが、それ以外の不良部

（さび、割れ、ふくれ）は除去する。 

同上 

３種Ｂ 5～15％ 15～30％ 同上 同上 

３種Ｃ 5％以下 5～15％ 同上 同上 

４種 － 5％以下 紛化物、汚れなどを除去する。 同上 

 

 

 

 

 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による。（PⅡ-111）
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表９－２ 

素地調整  

種 別 
さびの状態  

塗膜異常

面積 (％ )  
素地調整内容  

３ 種  

Ｃ  

発錆はないが、われふくれ・はが

れの発生が多く認められる  
５以上  

活膜は残すが、不良部は

除去する。  

発錆はないが、われふくれ・はが

れの発生が少し認められ  る場合。 
５以下  同 上  

４ 種  

白亜化・変退色の著しい場合   
粉化物・汚れなどを除去

する。  

 
 

削除 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による。（PⅡ-111）
（新）表９－２として取

りまとめられた。 
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表１－４ 多液型塗料の熟成時間・可使時間 

塗装の種類 熟成時間(分) 可使時間(時間) 

長ばく形エッチングプライマー － 20℃ ８以内 

無機ジンクリッチプライマー 

無機ジンクリッチペイント 

有機ジンクリッチプリント 

－ 20℃ ５以内 

亜酸化鉛さび止めペイント － 20℃ 30 以内 

エポキシ樹脂プライマー 30 以上 20℃ ５以内 

エポキシ樹脂ＭＩＯ塗料 30 以上 20℃ ５以内 

エポキシ樹脂ＭＩＯ塗料(低温用) 30 以上 
５℃ ５以内 

10℃ ３以内 

10℃ ８以内 

20℃ ５以内 
エポキシ樹脂塗料下塗(中塗) 

変性エポキシ樹脂塗料下塗 
30 以上 

30℃ ３以内 

５℃ ５以内 エポキシ樹脂塗料下塗(低温用) 

変性エポキシ樹脂塗料下塗(低温用) 
30 以上 

10℃ ３以内 

超厚膜形エポキシ樹脂塗料 30 以上 20℃ ２以内 

20℃ ５以内 タールエポキシ樹脂塗料 

変性エポキシ樹脂塗料内面用 
30 以上 

30℃ ３以内 

５℃ ５以内 タールエポキシ樹脂塗料(低温用) 

変性エポキシ樹脂塗料内面用(低温用) 
30 以上 

10℃ ３以内 

無溶剤形タールエポキシ樹脂塗料 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 
－ 20℃ １以内 

無溶剤形タールエポキシ樹脂塗料(低温用) 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料(低温用) 
－ 10℃ １以内 

20℃ ５以内 ポリウレタン樹脂塗料中塗 

ポリウレタン樹脂塗料上塗 

ふっ素樹脂塗料中塗 

ふっ素樹脂塗料上塗 

30 以上 
30℃ ３以内 

 
 

 
 

表１－４ 塗料の可使時間 
塗料名 可使時間（時間） 

長ばく形エッチングプライマー 20℃、8以内 

無機ジンクリッチプライマー 

無機ジンクリッチペイント 

有機ジンクリッチペイント 

20℃、5以内 

10℃、8以内 

20℃、5以内 

エポキシ樹脂塗料下塗 

変性エポキシ樹脂塗料下塗 

亜鉛めっき用エポキシ樹脂塗料下塗 

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 30℃、3以内 

20℃、5以内 
変性エポキシ樹脂塗料内面用 

30℃、3以内 

超厚膜形エポキシ樹脂塗料 20℃、3以内 

5℃、5以内 エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料内面用（低温用） 10℃、3以内 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 20℃、1以内 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（低温用） 10℃、1以内 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂プライマー 20℃、5以内 

20℃、5以内 

ふっ素樹脂塗料用中塗 

ふっ素樹脂塗料上塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂塗料中塗 

コンクリート塗装用柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗 

コンクリート塗装用ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗 

30℃、3以内 

 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による（PⅡ-67）
 

 



            平成 20年度 土木工事共通仕様書改定 新旧対応表（表） PAGE69 
 
 

旧（平成 20年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 

 
表１－５ 塗布作業時の気温・湿度の制限 

塗 装 の 種 類  気温（℃） 湿度（RH％） 

長 ば く 形 エ ッ チ ン グ プ ラ イ マ ー 5 以下 85 以上 

無 機 ジ ン ク リ ッ チ プ ラ イ マ ー 0 以下 50 以下 

無 機 ジ ン ク リ ッ チ ペ イ ン ト 0 以下 50 以下 

有 機 ジ ン ク リ ッ チ ペ イ ン ト 10 以下 85 以上 

鉛 系 さ び 止 め ペ イ ン ト 5 以下 〃 

フ ェ ノ ー ル 樹 脂 Ｍ Ｉ Ｏ 塗 料 5 以下 〃 

エ ポ キ シ 樹 脂 プ ラ イ マ ー 10 以下 〃  

エ ポ キ シ 樹 脂 Ｍ Ｉ Ｏ 塗 料 ※ 10 以下 〃  

エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 下 塗 （ 中 塗 ） ※ 10 以下 〃  

変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 下 塗 ※ 10 以下 〃  

超 厚 膜 形 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 5 以下 〃 

タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 10 以下 〃  

変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 内 面 用 ※ 10 以下 〃  

無 溶 剤 形 タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 ※ 10 以下, 30 以上 〃  

無 溶 剤 形 変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 ※ 10 以下, 30 以上 〃  

長 油 性 フ タ ル 酸 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下 〃 

長 油 性 フ タ ル 酸 樹 脂 塗 料 上 塗 ５以下 〃 

シ リ コ ン ア ル キ ド 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下 〃 

シ リ コ ン ア ル キ ド 樹 脂 塗 料 上 塗 ５以下 〃 

塩 化 ゴ ム 系 塗 料 中 塗 ０以下  〃

塩 化 ゴ ム 系 塗 料 上 塗 ０以下  〃

ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下 〃 

ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 塗 料 上 塗 ０以下 〃 

ふ っ 素 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下  〃

ふ っ 素 樹 脂 塗 料 上 塗 ０以下  〃

注）※印を付した塗料を低温時に塗布する場合は、低温用の塗料を用いなければならない。低温用

の塗料に対する制限は上表において、気温については５℃以下、20℃以上、湿度については 8

5％以上とする。 

 

 

 
表１－５ 塗装禁止条件 

塗装の種類 気温（℃） 
湿度 

（RH％） 

長ばく形エッチングプライマー 5 以下 85 以上 

無機ジンクリッチプライマー 

無機ジンクリッチペイント 
0 以下 50 以下 

有機ジンクリッチペイント 10 以下 85 以上 

エポキシ樹脂塗料下塗 ※ 

変性エポキシ樹脂塗料下塗 

変性エポキシ樹脂塗料内面用 ※ 

10 以下 85 以上 

亜鉛めっき用エポキシ樹脂塗料下塗 

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 
5 以下 85 以上 

超厚膜形エポキシ樹脂塗料 10 以下 85 以上 

エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料内面用（低温用） 

5 以下、20 以上 85 以上 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 ※ 10 以下、30 以上 85 以上 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（低温用） 5 以下、20 以上 85 以上 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂プライマー 5 以下 85 以上 

ふっ素樹脂塗料用中塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂塗料中塗 

コンクリート塗装用柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗 

5 以下 85 以上 

ふっ素樹脂塗料上塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗 

0 以下 85 以上 

鉛・クロムフリーさび止めペイント 

長油性フタル酸樹脂塗料中塗 

長油性フタル酸樹脂塗料上塗 

5 以下 85 以上 

注）※印を付した塗料を低温時に塗布する場合は、低温用の塗料を用いなければならない。 

 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による（PⅡ-70）
表番の修正 
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表４－４ 塗料の熟成時間・可使時間 

塗装の種類 熟成時間(分) 可使時間(時間) 

長ばく形エッチングプライマー － 20℃ ８以内 

無機ジンクリッチプライマー 

無機ジンクリッチペイント 

有機ジンクリッチプリント 

－ 20℃ ５以内 

亜酸化鉛さび止めペイント － 20℃ 30 以内 

エポキシ樹脂プライマー 30 以上 20℃ ５以内 

エポキシ樹脂ＭＩＯ塗料 30 以上 20℃ ５以内 

エポキシ樹脂ＭＩＯ塗料(低温用) 30 以上 
５℃ ５以内 

10℃ ３以内 

10℃ ８以内 

20℃ ５以内 
エポキシ樹脂塗料下塗(中塗) 

変性エポキシ樹脂塗料下塗 
30 以上 

30℃ ３以内 

５℃ ５以内 エポキシ樹脂塗料下塗(低温用) 

変性エポキシ樹脂塗料下塗(低温用) 
30 以上 

10℃ ３以内 

超厚膜形エポキシ樹脂塗料 30 以上 20℃ ２以内 

20℃ ５以内 タールエポキシ樹脂塗料 

変性エポキシ樹脂塗料内面用 
30 以上 

30℃ ３以内 

５℃ ５以内 タールエポキシ樹脂塗料(低温用) 

変性エポキシ樹脂塗料内面用(低温用) 
30 以上 

10℃ ３以内 

無溶剤形タールエポキシ樹脂塗料 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 
－ 20℃ １以内 

無溶剤形タールエポキシ樹脂塗料(低温用) 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料(低温用) 
－ 10℃ １以内 

20℃ ５以内 ポリウレタン樹脂塗料中塗 

ポリウレタン樹脂塗料上塗 

ふっ素樹脂塗料中塗 

ふっ素樹脂塗料上塗 

30 以上 
30℃ ３以内 

 
 

 
 

表４－４ 塗料の可使時間 
塗料名 可使時間（時間） 

長ばく形エッチングプライマー 20℃、8以内 

無機ジンクリッチプライマー 

無機ジンクリッチペイント 

有機ジンクリッチペイント 

20℃、5以内 

10℃、8以内 

20℃、5以内 

エポキシ樹脂塗料下塗 

変性エポキシ樹脂塗料下塗 

亜鉛めっき用エポキシ樹脂塗料下塗 

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 30℃、3以内 

20℃、5以内 
変性エポキシ樹脂塗料内面用 

30℃、3以内 

超厚膜形エポキシ樹脂塗料 20℃、3以内 

5℃、5以内 エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料内面用（低温用） 10℃、3以内 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 20℃、1以内 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（低温用） 10℃、1以内 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂プライマー 20℃、5以内 

20℃、5以内 

ふっ素樹脂塗料用中塗 

ふっ素樹脂塗料上塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂塗料中塗 

コンクリート塗装用柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗 

コンクリート塗装用ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗 

30℃、3以内 

 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による（PⅡ-67）
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表４－５ 厚膜型無機ジンクリッチペイントを塗布する場合の条件 

項        目 条    件 

接触面片面あたりの最小乾燥塗膜厚 30μm 以上 

接触面の合計乾燥塗膜厚 90～200μm 

乾燥塗膜中の亜鉛含有量 80％以上 

亜鉛末の粒径 （50％平均粒径） 10μm 程度以上 

 
 

 

 
表４－５ 厚膜型無機ジンクリッチペイントを塗布する場合の条件 

項         目  条     件  

接触面片面あたりの最小乾燥塗膜厚 30μ m  

接触面の合計乾燥塗膜厚 90～ 200μ m 

乾燥塗膜中の亜鉛含有量 80％以上 

亜鉛末の粒径（50％平均粒径） 10μ m 程度以上 

 
 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による（PⅡ-35）
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表４－９ 耐力点法による締付けボルトの軸力の平均値 

セット ねじの呼び 
1 製造ロットのセットの締付け 

ボルト軸力の平均値（kN） 

F10T 

M20 

M22 

M24 

0.196σy ～ 0.221σy 

0.242σy ～ 0.273σy 

0.282σy ～ 0.318σy 

δy：ボルト試験片の耐力（N/mm2）（JIS４号試験片による） 
 

 
 

 

 
表４－９ 耐力点法による締付けボルトの軸力の平均値 

セット ねじの呼び 
1 製造ロットのセットの締付け 

ボルト軸力の平均値（kN） 

F10T 

M20 

M22 

M24 

0.196σy ～ 0.221σy 

0.242σy ～ 0.273σy 

0.282σy ～ 0.318σy 

σy：ボルト試験片の耐力（N/mm2）（JIS４号試験片による） 
 

誤植 
 

 



            平成 20年度 土木工事共通仕様書改定 新旧対応表（表） PAGE73 
 
 

旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 
 

表４－10 塗布作業時の気温・湿度の制限 

塗 装 の 種 類  気温（℃） 湿度（RH％） 

長 ば く 形 エ ッ チ ン グ プ ラ イ マ ー 5 以下 85 以上 

無 機 ジ ン ク リ ッ チ プ ラ イ マ ー 0 以下 50 以下 

無 機 ジ ン ク リ ッ チ ペ イ ン ト 0 以下 50 以下 

有 機 ジ ン ク リ ッ チ ペ イ ン ト 10 以下 85 以上 

鉛 系 さ び 止 め ペ イ ン ト 5 以下 〃 

フ ェ ノ ー ル 樹 脂 Ｍ Ｉ Ｏ 塗 料 5 以下 〃 

エ ポ キ シ 樹 脂 プ ラ イ マ ー 10 以下 〃  

エ ポ キ シ 樹 脂 Ｍ Ｉ Ｏ 塗 料 ※ 10 以下 〃  

エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 下 塗 （ 中 塗 ） ※ 10 以下 〃  

変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 下 塗 ※ 10 以下 〃  

超 厚 膜 形 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 5 以下 〃 

タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 10 以下 〃  

変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 内 面 用 ※ 10 以下 〃  

無 溶 剤 形 タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 ※ 10 以下, 30 以上 〃  

無 溶 剤 形 変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 ※ 10 以下, 30 以上 〃  

長 油 性 フ タ ル 酸 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下 〃 

長 油 性 フ タ ル 酸 樹 脂 塗 料 上 塗 ５以下 〃 

シ リ コ ン ア ル キ ド 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下 〃 

シ リ コ ン ア ル キ ド 樹 脂 塗 料 上 塗 ５以下 〃 

塩 化 ゴ ム 系 塗 料 中 塗 ０以下  〃

塩 化 ゴ ム 系 塗 料 上 塗 ０以下  〃

ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下 〃 

ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 塗 料 上 塗 ０以下 〃 

ふ っ 素 樹 脂 塗 料 中 塗 ５以下  〃

ふ っ 素 樹 脂 塗 料 上 塗 ０以下  〃

注）※印を付した塗料を低温時に塗布する場合は、低温用の塗料を用いるものとする。低温用の

塗料に対する制限は上表において、気温については５℃以下、20℃以上、湿度については 85％以

上とする。 

 

 
表４－10  塗装禁止条件 

塗装の種類 気温（℃） 
湿度 

（RH％） 

長ばく形エッチングプライマー 5 以下 85 以上 

無機ジンクリッチプライマー 

無機ジンクリッチペイント 
0 以下 50 以下 

有機ジンクリッチペイント 10 以下 85 以上 

エポキシ樹脂塗料下塗 ※ 

変性エポキシ樹脂塗料下塗 

変性エポキシ樹脂塗料内面用 ※ 

10 以下 85 以上 

亜鉛めっき用エポキシ樹脂塗料下塗 

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 
5 以下 85 以上 

超厚膜形エポキシ樹脂塗料 10 以下 85 以上 

エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料下塗（低温用） 

変性エポキシ樹脂塗料内面用（低温用） 

5 以下、20 以上 85 以上 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料 ※ 10 以下、30 以上 85 以上 

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（低温用） 5 以下、20 以上 85 以上 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂プライマー 5 以下 85 以上 

ふっ素樹脂塗料用中塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 

コンクリート塗装用エポキシ樹脂塗料中塗 

コンクリート塗装用柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗 

5 以下 85 以上 

ふっ素樹脂塗料上塗 

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用ふっ素樹脂塗料上塗 

コンクリート塗装用柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗 

0 以下 85 以上 

鉛・クロムフリーさび止めペイント 

長油性フタル酸樹脂塗料中塗 

長油性フタル酸樹脂塗料上塗 

5 以下 85 以上 

注）※印を付した塗料を低温時に塗布する場合は、低温用の塗料を用いるものとする。 
 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による（PⅡ-70）
表番の修正 
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旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 

 
表 15－２ 

素地調整

種 別 
さびの状態 

発錆面積

（％） 
素地調整内容 

2 種 
点錆が進行し、板状錆に近い状

態や、こぶ状錆となっている 
30 以上 

旧塗膜、さびを除去し、鋼材面を露

出させる。 

3 種 

Ａ 
点錆がかなり点在している 15～30 

活膜は残すが、それ以外の不良部

（さび・われ・ふくれ）は除去する。

3 種 

Ｂ 
点錆が少し点在している 5～15 同 上 

3 種 

Ｃ 

点錆がほんの少し点在してい

る 
5 以下 同 上 

 

 

 
表 15－２ 素地調整程度と作業内容 

素地調整

程度 

さび面積 塗膜異常 

面積 

作業内容 作業方法 

１種 － － さび、旧塗膜を完全に除去し鋼材面

を露出させる。 

ブラスト法 

２種 30％以上 － 旧塗膜、さびを除去し鋼材面を露出

させる。 

ただし、さび面積 30％以下で旧塗

膜がＢ、ｂ塗装系の場合はジンクプ

ライマーやジンクリッチペイント

を残し、他の旧塗膜を前面除去す

る。 

ディスクサンダ

ー、ワイヤホイル

などの電動工具

と手工具との併

用、ブラスト法 

３種Ａ 15～30％ 30％以上 活膜は残すが、それ以外の不良部

（さび、割れ、ふくれ）は除去する。 

同上 

３種Ｂ 5～15％ 15～30％ 同上 同上 

３種Ｃ 5％以下 5～15％ 同上 同上 

４種 － 5％以下 紛化物、汚れなどを除去する。 同上 

 

 

 

 

 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による。（PⅡ-111）
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旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 

 
表 15－３ 

素地調整

種 別 
さびの状態 

発錆面積

（％） 
素地調整内容 

3 種 

Ｃ 

発錆はないが、われ・ふくれ・

はがれの発生が多く認められ

る。 

5 以上 活膜は残すが、不良部は除去する。

発錆はないが、われ・ふくれ・

はがれの発生が少し認められ

る。 

5 以下 同 上 

4 種 

白亜化・変退色の著しい場合。  粉化物・汚れなどを除去する。 

 

削除 

鋼道路橋塗装・防食便覧

の改訂による。（PⅡ-111）
（新）表 15－２として取
りまとめられた。 

 



旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 

 
 
 

表３－１ 

 
 
 
 

表３－１ 
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管種 塗覆装仕様 厚さ 

直管 

プラスチック被覆 

「水輸送用塗覆装鋼管－第３部：外面プラスチック被覆 

（ＪＩＳ Ｇ 3443－3）」 

「農業用プラスチック被覆鋼管（ＷＳＰ Ａ－101－2005）」 

2.0mm 

以上 

テ－パ付き

直管 

プラスチック被覆 

「水輸送用塗覆装鋼管－第３部：外面プラスチック被覆 

（ＪＩＳ Ｇ 3443－3） 

「農業用プラスチック被覆鋼管（ＷＳＰ Ａ－101－2005）」 

2.0mm

以上 

異形管 

プラスチック被覆 

「水輸送用塗覆装鋼管－第３部：外面プラスチック被覆 

（ＪＩＳ Ｇ 3443－3） 

「農業用プラスチック被覆鋼管（ＷＳＰ Ａ－101－2005）」 

2.0mm 

以上 

 

管種 塗覆装仕様 厚さ 

直管 

プラスチック被覆 

「水道用プラスチック被覆鋼管（ＷＳＰ 047－92）」 

「農業用プラスチック被覆鋼管（ＷＳＰ Ａ－101－2005）」 

2.0mm 

以上 

テ－パ付き

直管 

プラスチック被覆 

「水道用プラスチック被覆鋼管（ＷＳＰ 047－92）」 

「農業用プラスチック被覆鋼管（ＷＳＰ Ａ－101－2005）」 

2.0mm

以上 

異形管 

プラスチック被覆 

「水道用プラスチック被覆鋼管（ＷＳＰ 047－92）」 

「農業用プラスチック被覆鋼管（ＷＳＰ Ａ－101－2005）」 

2.0mm 

以上 

 



旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 

 
 
 

表３－３ 
 

 
 
 
 

表３－３ 
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塗覆装仕様 厚さ 

現場溶接部：ジョイントコート 

「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート」

（ＷＳＰ 012－2006）」 

 

プラスチック系の場合 

基   材： 1.5 ㎜以上 

粘 着 材： 1.0 ㎜以上 

ゴム系の場合 

基   材： 1.5 ㎜以上 

粘 着 材： 0.8 ㎜以上 

保護シート： 2.0 ㎜以上 

 

塗覆装仕様 厚さ 

現場溶接部：ジョイントコート 

「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート」 

（ＷＳＰ 012－92）」 

 

プラスチック系の場合 

基   材： 1.5 ㎜以上 

粘 着 材： 1.0 ㎜以上 

ゴム系の場合 

基   材： 1.5 ㎜以上 

粘 着 材： 0.8 ㎜以上 

保護シート： 2.0 ㎜以上 

 

 
 



旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 

 
 
 

表３－４ 
 

 
 
 
 

表３－４ 
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耐衝撃シート 厚さ 巻き方 固定バンド 

ポリエチレン

シート 

1mm 

以上 

管縦断方向はジョイントコート

の幅以上とし、円周方向は 1.5

周巻き（１周＋上半周）とする。 

シート１枚当たり３ 

箇所以上ナイロンバ 

ンド等で固定する。 

 

 

耐衝撃シート 厚さ 巻き方 固定バンド 

ポリエチレン

シート 

1mm 

以上 

管縦断方向はジョイントコート

の幅以上とし、円周方向のシー 

ト同士の重ねは 50mm 程度とす

る 

シート１枚当たり３ 

箇所以上ナイロンバ 

ンド等で固定する。 

 

 

 
 

 



旧（平成 18年度）表 新（平成 20年度）表 理 由 
 

 
 
 

表３－５ 
 

 
 
 
 

表３－５ 
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弁箱材質 塗覆装仕様 塗膜厚 

ＦＣ 

・水道用液状エポキシ樹脂塗料塗装「水道用液状エポキシ樹

脂塗料塗装方法（ＪＷＷＡ Ｋ 135）」 

・水道用合成樹脂塗料塗装「水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹

脂塗料塗装（ＪＷＷＡ Ｋ 139）」 

0.3 ㎜ 

以上 

ＦＣＤ 

・水道用液状エポキシ樹脂塗料塗装「水道用液状エポキシ樹

脂塗料塗装方法（ＪＷＷＡ Ｋ 135）」 

・水道用合成樹脂塗料塗装「水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹

脂塗料塗装（ＪＷＷＡ Ｋ 139）」 

・エポキシ樹脂粉体塗装「水道用ダクタイル鋳鉄管内面エポ

キシ樹脂粉体塗装（ＪＷＷＡ Ｇ 112）」 

0.3 ㎜ 

以上 

 

弁箱材質 塗覆装仕様 塗膜厚 

ＦＣ 

・水道用液状エポキシ樹脂塗料塗装「水道用液状エポキシ樹

脂塗料塗装方法（ＪＷＷＡ Ｋ 135-2000）」 

・水道用合成樹脂塗料塗装「水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹

脂塗料塗装（ＪＷＷＡ Ｋ 139）」 

0.3 ㎜ 

以上 

ＦＣＤ 

・水道用液状エポキシ樹脂塗料塗装「水道用液状エポキシ樹

脂塗料塗装方法（ＪＷＷＡ Ｋ 135-2000）」 

・水道用合成樹脂塗料塗装「水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹

脂塗料塗装（ＪＷＷＡ Ｋ 139）」 

・エポキシ樹脂粉体塗装「水道用ダクタイル鋳鉄管内面エポ

キシ樹脂粉体塗装（ＪＷＷＡ Ｇ 112）」 

0.3 ㎜ 

以上 

 


